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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「グローバル中小型株式ファンド」は、2022年６月17日に第２期の決算を行いましたので、期中の運用
状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2020年10月６日から無期限です。 

運 用 方 針 
日本を含む先進国および新興国の中小型株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の積極的な成長を図ることを目

指して運用を行います。 

主要投資対象 
ＲＭグローバル中小型株式マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）の受益証券を主要投資対象とし

ます。 

主な投資制限 

①株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

②投資信託証券（マザーファンド受益証券および上場投資信託証券を除きます。）への実質投資割合は、信託財産の

純資産総額の５％以下とします。 

③外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の

水準、市況動向等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあ

ります。 

 

グローバル中小型株式ファンド 

第２期（決算日 2022年６月17日） 
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グローバル中小型株式ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2020年10月６日 10,000 － － － 1 

１期(2021年６月17日) 13,752 0 37.5 97.3 45 

２期(2022年６月17日) 9,528 0 △30.7 97.1 39 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年６月17日 13,752 － 97.3 

６月末 14,396 4.7 97.9 

７月末 14,026 2.0 96.3 

８月末 14,467 5.2 95.8 

９月末 13,926 1.3 92.8 

10月末 14,040 2.1 109.4 

11月末 13,659 △ 0.7 98.8 

12月末 13,338 △ 3.0 97.6 

2022年１月末 11,132 △19.1 96.7 

２月末 11,248 △18.2 96.5 

３月末 11,807 △14.1 96.9 

４月末 10,982 △20.1 92.4 

５月末 10,693 △22.2 96.5 

(期  末)    

2022年６月17日 9,528 △30.7 97.1 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2021年６月18日～2022年６月17日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年６月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末13,752円から当期末9,528円と

なり、4,224円の値下がりとなりました。 

国内外の株式市場全体が下落したことに加え、世界的な金利上昇の中で保有する多くのグロース株で割高

感から株価調整が急速に進んだことが、基準価額値下がりの主たる要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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グローバル株式市況 

グローバルの株式市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、緩和的な金融環境が支援材料となる

中、堅調な企業業績を背景にグローバルの株式市場は下値を切り上げる展開となりました。2022年以降は、主

要国中央銀行による金融政策正常化の加速を織り込んだ急速な金利上昇を受け、グローバルの株式市場は不

安定な推移となりました。また、ウクライナ情勢悪化に伴う資源価格の上昇やサプライチェーンの混乱、中国

の都市封鎖措置厳格化、世界景気の減速懸念など悪材料も重なり、下落幅を拡大しました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対して、期前半は、米長期金利上昇による内外金利差拡大を受けて、１米ドル＝115円近辺まで円

安が進みました。ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）が利上げに着手した2022年３月以降は大規模な金融緩和策

を維持する日銀との金融政策の方向性の違いが意識され、1998年以来となる一時１米ドル＝135円台まで米ド

ル高円安が進行しました。 

ユーロに対して、ロシアによるウクライナ侵攻を背景に欧州地域の政治的不確実性が高まる中、ロシアへの

エネルギー依存度が高い欧州地域の景気下振れリスクが懸念され、一時ユーロ安円高が進む場面が見られま

した。その後は、インフレ抑制に動くＥＣＢ（欧州中央銀行）による金融政策正常化の加速を織り込み、ユー

ロ高円安が進行しました。 

 

 

当ファンド 

ＲＭグローバル中小型株式マザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行いました。 

なお、実質組入外貨建資産については、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭグローバル中小型株式マザーファンド 

国内および海外の金融商品取引市場に上場されている中小型株式を主要投資対象とし、社会の構造変化に

伴い生じる「社会的な課題」の解決等にビジネスの観点から取り組み、持続的かつ安定的に成長することが期

待できる銘柄を厳選して投資を行いました。 

当期のファンドの基準価額に影響を与えた主な投資銘柄は以下のとおりです。 

 

＜プラス要因＞ 

■ ラショナル（ドイツ） 

高度にシステム化したスチームコンベクションオーブン（１台で蒸し料理や焼き料理など複数の調理法が

可能である多機能な加熱調理機器。大量調理を必要とする調理現場で広く使用）の製造販売をグローバルに展

開しています。旧来の単純なスチーマーと比べて、オンラインでシステム管理できること、新調理メニューの

アイデア提供を受けることができ、レストランなどに販売、シェア拡大が続いています。 

同社の戦略のユニークな点は社内に以前レストラン等で働いていた調理師を多く抱える点です。これら調

理師経験者が、営業から調理方法の実演、開発など多岐に渡り活躍するとともに、製造面でも継続的に効率化、

改善ができる仕組みが整っています。 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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足元ではコロナ禍からの経済正常化が業績のドライバーとなっていますが、中長期的な観点では伝統的な

調理機からのシェア奪取が継続的な成長要因になると考えています。同社の調理機器の導入は外食産業の効

率化を通じて外食単価の低減につながることが見込まれ、外食機会の増加、女性の社会進出の長期的支援につ

ながるものと期待しています。 

2022年４月より投資を開始しましたが、大きな市場の一つである中国でのロックダウンの緩和、正常化の思

惑から同社株価は上昇し、ファンドリターンにプラスに寄与しました。 

 

＜マイナス要因＞ 

■ ＳＲＥホールディングス（日本） 

ＡＩ技術を活用してデジタル化が遅れていた不動産業界を革新していこうと邁進している企業です。不動

産業は一物一価の特性や規制による雑多な事務作業が多く、労働集約的な産業の一つでした。しかしながら、

ここもとＡＩ技術の発展により価格推定システムや業務自動化サービスが開発され、業界が変わりつつあり

ます。 

同社はソニーが創業時に持っていたベンチャースピリッツを復活させるべくスタートさせた社内ベン

チャーから始まった会社で、かつソニーが有するＡＩエンジンや人材をフル活用できるアドバンテージを有

しています。現在は不動産向けサービスが中心ですが、ＡＩを武器にしてカード会社やアセットマネジメント

会社向けサービス、更には事業会社のCO2排出量の把握、管理、コンサルティングまで手掛けるなど事業領域

を広げています。同社が掲げる「今の先鋭が10年後の当たり前を造る」という目標に向かって大きく飛躍し続

けると期待しています。 

足元では世界的な金利上昇に端を発する株価調整により同社株価は下落していますが、すでにバリュエー

ション面（価格評価）でも割高感は解消されつつあり、長期目線で保有を継続しています。 

 

■ ココナラ（日本） 

スキルのマッチングプラットフォームでシェアNo.1の企業です。ＥＣ（電子商取引）と言えば物をオンライ

ンで購入するプラットフォームが一般的でしたが、今後は個人のスキルもネットでマッチングする時代にな

ると期待しています。 

これまでの労働市場において働き手は企業に属して労働力を提供するというスタイルが一般的であり、そ

の結果、企業側の購買力の強さや個人が取引先を幅広く探し出す手段がなかったため、個人は相対的に弱い立

場にありました。同社はそうした状況を打破し、個人がもっと自由に能力を発揮できる世の中を創りたいとの

想いから設立された企業です。将来的にはあらゆる商品、サービスが掲載されて、自分の欲しかった商品がな

んでもそろうプラットフォームを目指しています。こうした商取引が一般的になれば企業側にとってもメリッ

トが大きく、仲介業者へのマージンを節約できる他、幅広い選択肢の中から最適な商品を選択できるので生産

性の向上も図られます。おりしも日本社会全体の低生産性、労働力不足、人的リソースに対する意識の高まり

から同社の果たす社会的役割は大きいと期待しています。 

同社に対する中長期的な見方は大きく変わっているわけではありませんが、成長株が大幅に劣後する投資

環境の影響を強く受け、同社株価の浮上にはしばらく時間がかかるとの判断から、一旦売却としました。 

 

■ クーパ・ソフトウェア（米国） 

同社は企業の購買・サプライチェーン管理のクラウドソフトウェアを提供する会社としてグローバルで極

めて高い競争力を有しています。直近に公表されたガートナーなど主要ソフトウェアベンダー評価機関の調

査においても同分野で最高評価となっているように、機能性と使いやすさを兼ね備えた製品を土台に、企業の

調達活動のＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション：デジタル技術を活用して、業務プロセスにとどまら
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ず、製品やサービス、ビジネスモデルそのものを変革して競争優位性を確立すること）に資する企業として当

ファンドでは高く評価しています。また、購買・サプライチェーンの改革は企業の持続的成長性向上の観点か

ら近年重要度が増していることが今後追い風となると考えられます。 

当期は、金利上昇を受けた高成長・ソフトウェア関連セクターの株価が大きく弱含んだことが同社株価にマ

イナスに影響しました。また、世界的な物流の混乱や中国のロックダウン等の影響を受けて、大掛かりなサプ

ライチェーンの再構築を手掛ける企業が想定よりも少なく、業績が伸び悩んだこともリターンの重石となり

ました。しかしながら、同社のソフトウェアは企業の持続的成長目標を達成するために非常にユニークかつ重

要な付加価値を提供するもので、中長期的な保有意義は今後高まっていくと考えられることから、投資を継続

しています。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2021年６月18日～ 
2022年６月17日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,187  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンド 

引き続き、ＲＭグローバル中小型株式マザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行う方針です。 

なお、原則として、実質組入外貨建資産については、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭグローバル中小型株式マザーファンド 

引き続き、国内および海外の金融商品取引市場に上場されている中小型株式を主要投資対象とし、ＳＤＧｓ

を含め持続性の高い社会構造の変化に注目することによりユニークな投資アイデアの創出に努めます。持続

的な成長が見込まれる様々な有望市場とその関連企業に注目することで、安定的な投資成果の獲得を目指し

ます。 

足元のグローバル株式相場は長引くインフレを中心に不透明感が増大しており、上値が重い状況であると

考えています。そうしたなか、当ファンドでは金融市場の混乱、景気後退の可能性など様々なリスクを勘案す

るとともに、中長期的な構造変化を見極め、企業の経営者にフォーカスした徹底的なボトムアップ調査を行う

ことで高成長を継続することができる銘柄の選択に努めていきます。 

 

 

  

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年６月18日～2022年６月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 211  1.650  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (104)  (0.809)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (104)  (0.809)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 33   0.259   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 33)  (0.259)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 9   0.073   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  9)  (0.073)   

（d） そ の 他 費 用 18   0.139   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 17)  (0.129)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.008)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.002)  その他は、ファンドの運営管理にかかる費用等 

 合 計 271   2.121    

期中の平均基準価額は、12,809円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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グローバル中小型株式ファンド 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.79％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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グローバル中小型株式ファンド 

○売買及び取引の状況 (2021年６月18日～2022年６月17日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭグローバル中小型株式マザーファンド 32,616 55,470 26,669 47,968 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年６月18日～2022年６月17日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭグローバル中小型株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,372,196千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 484,400千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.83   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年６月18日～2022年６月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年６月18日～2022年６月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年６月18日～2022年６月17日) 

期首残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － 1 － 当初設定時における取得およびその処分 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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グローバル中小型株式ファンド 

○組入資産の明細 (2022年６月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭグローバル中小型株式マザーファンド 25,347 31,294 39,663 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年６月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭグローバル中小型株式マザーファンド 39,663 99.2 

コール・ローン等、その他 326 0.8 

投資信託財産総額 39,989 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭグローバル中小型株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（332,811千円）の投資信託財産総額（386,270千円）

に対する比率は86.2％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=133.23円、1ユーロ=140.38円、

1英ポンド=164.22円、1香港ドル=16.97円、1タイバーツ=3.78円、1新台湾ドル=4.4766円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2021年６月18日～2022年６月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

親投資信託残高 
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グローバル中小型株式ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年６月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 39,989,190   

 コール・ローン等 326,101   

 ＲＭグローバル中小型株式マザーファンド(評価額) 39,663,089   

(B) 負債 296,589   

 未払信託報酬 295,139   

 その他未払費用 1,450   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 39,692,601   

 元本 41,657,090   

 次期繰越損益金 △ 1,964,489   

(D) 受益権総口数 41,657,090口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,528円 

 
（注） 当ファンドの期首元本額は33,034,390円、期中追加設定元本額

は47,593,255円、期中一部解約元本額は38,970,555円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は0.9528円です。 

（注） 2022年６月17日現在、純資産総額は元本額を下回っており、そ

の差額は1,964,489円です。 
 

○損益の状況 (2021年６月18日～2022年６月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        68   

 支払利息 △        68   

(B) 有価証券売買損益 △12,607,655   

 売買益 1,950,939   

 売買損 △14,558,594   

(C) 信託報酬等 △   640,765   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △13,248,488   

(E) 前期繰越損益金 1,045,556   

(F) 追加信託差損益金 10,238,443   

 (配当等相当額) (   3,860,771)  

 (売買損益相当額) (   6,377,672)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 1,964,489   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 1,964,489   

 追加信託差損益金 10,238,443   

 (配当等相当額) (   3,899,726)  

 (売買損益相当額) (   6,338,717)  

 分配準備積立金 1,045,556   

 繰越損益金 △13,248,488   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（3,899,726円）および分配準備積立金（1,045,556円）より分配

対象収益は4,945,282円（１万口当たり1,187円）ですが、当期

に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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